
＜別紙1：代謝物／分解物／混在物略称＞  

略称   化学名   

イソプロピル【（ぷ－1・〈【（β－1・（6－フルオロー1，3・ベンゾチアゾールー2・イル）・エチル】  
S・L  

カルバモイルカ）－2－メチルプロピル］カルバマート   

M・1   6－フルオロー2－ヒドロキシベンゾチアゾール   

M・3   1・（6一フルオロ・2一ベンゾチアゾリル）エチルアルコール   

M・4   （6－フルオロゼ・ベンゾチアゾリル）エチルケトン   

M－5   Ⅰ－1－（6・フルオロ・2－ベンゾチアゾリル）エチルアミン   

」V【1－（6一フルオロー2－ベンゾチアゾ リル）エチル1－㌢イソプロポキシカルポニルア  
M－11  

ミノー3・メチル・3・ヒドロキシブタンアミド   

イソプロピル【（β・1ノ・【Ⅰ－1－（6・フルオロー5－ヒドロキシベンゾチアゾールサイル）・エ  
M－15  

チルカルバモイル】－2－メチルプロピル】カルバマート   

∧可1－（6－フルオロ・計メチルスルフォニル・2・ベンゾチアゾリル）エチル】・㌢イソプ  
M－18  

ロボキシカルポニルアミノー3・メチルブタンアミド   

〃【1－（6－フルオロー5－メチルスルフォニル廿ベンゾチアゾリル）エチル】サイソプ  
M－19  

占ポキシカルポニルアミノー3・メチル・計ヒドロキシブタンアミド   

Bll   M・15の0－グルクロン酸抱合体   

Ⅰ・12   ビス（2アミノー5－フルオロフェニル）ジスルフィド  



＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

A／G   アルブミン／グロブリン   

ALP   アルカリフォスファターゼ   

BrdU   5ブロモー2，・デオキシウリジン   

DEN   ジエチルニトロソアミン   

GST・P   胎盤型グルタチオン上トートランスフエラーゼ   

γ－GTP   γ－グルタミルトランスペプチダーゼ   

Hb   ヘモグロビン   

Ht   ヘマトクリット   

MCH   平均赤血球血色素量   

MCHC   平均赤血球血色素濃度   

MCV   平均赤血球容積   

8・OHdG   8－ヒドロキシ2，・デオキシグアノシン   

PB   フェノバルビタール   

PCNA   増殖性細胞核抗原   

T3   トリヨードチロニン   

T4   チロキシン   

TSH   甲状腺刺激ホルモン   

UDP－GT   ウリジンニリン酸グルクロニルトランスフエラーゼ   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  

作物名  
残留値（mg／kg）  

（分析部位）  
試験  使用量  回数  PHI         ベンチアバリカルブ  

圃場数  （gai仇a）  （回）  （日）   イソプロピル  
S・L  

実施年  
M－3  

最高値  平均値  最高値  平均値   

はくさい   7   0．596  0．252  0．012  0．008★  ＜0．01   

（茎葉）  2   225   3                   14  0．063  0．034  ＜仇005  ＜0．005  ＜0．01   

1999年  21  0．007  0013★  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．01   

たまねぎ   7  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．01   

2000年  2   113～225  3                   14  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．01   

2001年  21  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．01   

ぶどう   30  0．877  0，738  0．057  0．039  

（果実）  2   525   3                   45  0．790  0．545  0．052  0．038   

2000年  60  0．630  0．346  0．031  0．024   

きゆうり   0．151  0．101  0．008  0．006★  ＜0．01   

（果実）  2   188～225  3   3   0．080  0．055  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．01   

2000年  7   0．023  0．020．  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．01   

トマト   0．371  0．243  0．021  0．014  ＜0．01   

（果実）  2   225   3   3   0．356  0．241  0．020  0．013  ＜0．01   

2000年  7   0．335  0．211  0．019  0．011  ＜0．01   

ばれいしょ   7  く0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0，005  

（塊茎）  2   225   3                   14  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   

2000年  21  0．006  0．005★  ＜0．005  ＜0．005   

注）ai：有効成分量、PHI．‥最終使用から収穫までの日数   

・一部に検出限界以下（＜0．005）を含むデータの平均値は0．05として計算し、★印を付した。  
■全試験に顆粒水和剤を用いた。   

・ぶどう及びばれいしょのM・3は分析しなかった。   
・S・L体はベンチアバリカルブイソプロピルと同分子量である。   

・代謝物M・3はベンチアバリカルブイソプロピルに換算済みである。換算係数はベンチアバリカルブイソ  

プロピル／代謝物M・3＝1／1．9である。  
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ゼ活性測定－：財団法人食品農医薬品安全性評価センター、2002年、未公表  

78 ベンチアバリカルブイソプロピルの安全性評価資料の追加資料について（2004年5月12  

日）：クミアイ化学工業株式会社、2004年、未公表  

79 ベンチアバリカルブイソプロピルの食品健康影響評価の要求事項に関する由答書（平成   

16年10月7日）：クミアイ化学工業株式会社、2004年、未公表  

80  ベンチアバリカルブイソプロピル 食品影響評価の要求事項に対する回答書：クミアイ  

化学工業株式会社、2005年、未公表  

81 ベンチアバリカルブイソプロピル 食品影響評価の要求事項に対する回答書（平成17年   

11月29日）：クミアイ化学工業株式会社、2005年11月、未公表  

82  国民栄養の現状一平成10年国民栄養調査結果－：健康・栄養情報研究会編、2000年  

83  国民栄養の現状一平成11年国民栄養調査結果－：健康・栄養情報研究会編、2001年  

84  国民栄養の現状一平成12年国民栄養調査結果－：健康・栄養情報研究会編、2002年  
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85 食品健康影響評価について：食品安全委員会第 26 回会合資料1－1（HP：  

http：／／www．f岳c．gojp／iinkai／i－dai26／dai26kai－Siryoul・1．pdf）  

8（；「ベンチアバリカルブイソプロピル」及び「メタアルデヒド」の食品衛生法（昭和22  

年法律第233号）第7条第1項の規定に基づく、食品中の残留基準設定に係る食品健  

康影響評価について：食品安全委員会第 26 回会合資料1・3（HP：  

http：／／www．fbc．go．jp／iinkai／i・dai26／dai26kai－Siryoul－3．pdf）  

87 第5回食品安全委員会農薬専門調査会（HP：http：／／www．鈷c．go．jp／senmon／nouyakn／  

n・dai5／index．html）  

88 第13回食品安全委員会農薬専門調査会（HP：http：〟www．fgc．go．jp／senmon／nouyakn／  

n－dai13／index．html）  

89 第25回食品安全委員会農薬専門調査会（HP：http：／／www．鈷c．go．jp／senmon／nouyaku／  

n・dai25／index．html）  

90 第37回食品安全委員会農薬専門調査会（HP：http：／／www．fbc．go．jp／senmon／nouyaku／  

n－dai37／index．html）  

9】 第4回食品安全委員会農薬専門調査会総合評価第一部会   

（HP：http：／／www．fbc．go．jp／senmon／nouyakn／sougoul＿dai4／index．html）  

92  第3回農薬専門調査会幹事会   

（HP：http：／／www．fbc．go．jp／senmon／nouyaku／kanjikni＿dai3／index．html）  
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ベンチアバリカルブイソプロピル（案）  

1．品目名：ベンチアバリカルブイソプロピル（Benthiavalicarb－isopropyl）  

2．用途：殺菌剤   

アミノ酸アミド誘導体殺菌剤である。ホスファチジルエタノールアミンN－メチル  

トラン．スフエラーゼを特異的に阻害し、細胞膜主要構成成分であるホスファチジルコ  

リシの生合成が阻害されることにより、殺菌作用を示す。  

3．化学名   

和名：イソプロピル＝【（5）－1－（【（斤）－1－（6－フルオロー1，3－ベンゾチアゾ  

ールー2－イル）エチル】カルバモイル）－2－メチルプロピル】カルバマー ト  

4．構造式及び物性  

分子式  

分子量  

水溶解度  

分配係数  

C18H24FN303S  

381．46  

13．14mg／L（20℃）  

logPow＝2．52  

（メーカー提出資料より）  

ー45－   



5．適用病害虫の範囲及び使用方法   

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

15．0％顆粒水和剤  

ベンチアバ  

リカルブイ  

作物名   
適用  本剤の  

病害虫名   
希釈倍率  使用液量   使用時期  

使用回数   を含む  

農薬の  

総使用回数   

きゆうり   べと病   
収穫前日まで   

トマト   疫病   
100～  

ばれいしょ   疫病  
300L／10a  

はくさい   べと病   2000倍  3回以内  散布   3回以内  

たまねぎ   べと病   

ぶどう   
200′－  

べと病  収穫30日前まで   
700L／10a  

6．作物残留試験結果   

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

・ベンチアバリカルブイソプロピル  

・イソプロピル芋【（5）－1－（【（5）－1－（6－フルオロー1，3－ベンゾチア  

ゾールー2－イル）エチル】カルバモイル）－2－メチルプロピル］カルバ マー  

ト  

（混在物 ＝）  

・1－（6－フルオロー2－ベンゾチアゾリル）羊チルアルコール  

（代謝物M－3）   

②分析法の概要  

試料をアセトンで抽出し、溶媒を留去後、水屑を酵素処理し、ヘキサン／酢酸  

エチルに転溶する。NH2シリカカートリッジカラムで精製し、必要に応七てグ  

ラファイトカーボンミニカラム及び多孔性ケイソウ土カラムを組み合わせて精  

製する。シリカカートリッジカラムでベンチアバリカルブイソプロピル及び混在  

物S－Lと代謝物M－3とに分離し、ベンチアバリカルブイソプロピル及び混在  

物S－Lを高速液体クロマトグラフにより定量し、代謝物M－3をガスクロマト  

グラフにより定量する。  

各成分の定量限界0．005～0．01ppm。  

なお、混在物S－L及び代謝物M－3についてはベンチアバリカルブイソプロ  

ピルに換算した値である。  
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（2）作物残留試験結果   

①はくさい  

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、15％顆粒水和剤の2，000  

倍希釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

ベンチアバリカルブイソプロピル：0．595，0．026ppm  

混在物S－L：0．012，く0．005ppm  

代謝物M－3：一，く0．01ppm  

②たまねぎ  

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、15％顆粒水和剤の2，000   

倍希釈液を3回散布（150、300L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留   

量は以下のとおりであった。   

ベンチアバリカルブイソプロピル：〈0．005，く0．Ob5ppm   

混在物S－L：く0．005，く0．005ppm   

代謝物M－3：－，く0．01ppm  

③ぶどう  

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、15％顆粒水和剤の2，000   

倍希釈液を3回散布（700L／10a）したところ、散布後30～60日の最大残留量   

は以下のとおりであった。   

ベンチアバリカルブイソプロピル：0．840，0．774ppm   

混在物S－L：0．052，0．033ppm   

代謝物M－3：－，－  

④きゅうり  

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、15％顆粒水和剤の2，000   

倍希釈液を3回散布（300，250L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量   

は以下のとおりであった。   

ベンチアバリカルブイソプロピル：0．075，0．149ppm   

混在吻s－L：〈0．005，0．008ppm   

代謝物M－3：く0．01，く0．01ppm  

⑤トマト   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 15％顆粒水和剤の2，000   

倍希釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以   

下のとおりであった。   

ベンチアバリカルブイソプロピル：0．154，0．365ppm   

混在物S－L：0，011，0．021ppm   

代謝物M－3：く0．01，く0．01ppm  
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⑥ばれいしょ  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、15％顆粒水和剤の   

2，000倍希釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残   

留量は以下のとおりであった。   

ベンチアバリカルブイソプロピル：く0．005，く0．005ppm   

混在物S－L：く0．005，く0．005ppm   

代謝物M－3：－，－  

なお、これらの試験結果の概要については、別紙1を参照。  

注 最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間  

を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）  

を実施し、それぞれの試験から得られた残留量。  

（参考：平成′10年8月7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

7．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、  

平成15年12月25日付厚生労働省発食安第1225008号により食品安全委員会  

あて意見を求めたベンチアバリカルブイソプロピルに係る食品健康影響評価について、  

以下のとおり評価されている。  

無毒性量：6．9mg／kg体重／day  

（動物種）   ラット  

（投与方法） 混餌投与  

（試験の種類／期間）繁殖試験／2世代  

安全係数：100  

ADI：0．069mg／kg体重／dav  

8．諸外国における状況   

JMPRにおける毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。   

米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて調  

査した結果、米国において、ぶどう及びトマトに残留基準値が設定されている。  

9．基準値案  

（1）残留の規制対象   

ベンチアバリカルブイソプロピル   

本邦における作物残留試験において混在物S－L及び代謝物M－3の分析が行われ  

ているが、混在物S－Lは検出例が散見されるもののベンチアバリカルブイソプロピル  
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と比して小さな値であること、代謝物M－3は定量限界未満であることから、規制対象  

物質としては含めないこととする。   

なお、、食品安全委員会によって作成された農薬評価書においては、暴露評価対象物  

質としてベンチアバリカルブイソプロピルを設定している。  

（2）基準値案   

別紙2のとおりである。  

（3）暴露評価   

各食品について、作物残留試験成績等のデータから推定される畳までベンチアバリカ  

ルブイソプロピルが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づき試算され  

る、1日当たり摂取する農薬の量（理論最大摂取量（TMDI）のADIに対する比は、  

以下のと・おりである。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が全くな  

いとの仮定の下におこなった。  

TMDI／ADI（％）注）   

国民平均   2．8   

幼小児（1～6歳）   4．7   

妊婦   2．0   

高齢者（65歳以上）   2．7   

注）T－MDI試算は、基準値案×摂取量の総和として計算している。  

なお、詳細な暴露評価については、別紙3を参照。  
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（別紙1）  

ベンチアバリカルブイソプロピル作物残留試験一覧表  

試験  試験条件  
最大残 留量（ppm）  

農作物   圃場  
［ベンチアバリカルブイソプ  

数  剤型   使用量・使用方、  回数  経過日数   
ロビル／混在物S－L  

／代謝物M－31  

はくさい   2，000倍散布   圃場A：0．595／0．012／－   

（茎葉）  2  15％顆粒水和剤  呈回  ヱ，14，21日  

たまねぎ   2，000借散布   圃場A：く0．005／く0．005／－   

（鱗茎）  2  15％顛粒水和剤    呈回  ヱ，14，21日        150，300L／10a    圃場B：〈0．005／〈0．005／〈0．01   

ぶどう   2，000倍散布   圃場A：0．840／0．052／一   

（果実）  2  15％顆粒水和剤  呈回  呈旦，45，60日  

きゆうり   2，000倍散布   圃場A：0．075／く0．005／く0，01   

（果実）  2  15％顆粒水和剤    呈回  土，3，7日        300，250L／10a    圃場B：0．149／く0．008／く0．01   

トマト   2，000倍散布   圃場A：0．154／0．011／く0．01   

（果実）  2  15％顆粒水和剤  呈回  ム3，7日  

ばれいしょ   2，・000倍散布   圃場A：く0．005／く0．005／－   

（塊茎）  2  15％顆粒水和剤  呈回  ヱ，14，21日  

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。  
なお、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書（案）「ベンチアバリカルブイソプロビル」に記  
載されている作物残留試験成績は、各試験条件における残留農薬の最高値及び各試験場、検査機関に  
おける最高値の平均値を示したものであり、上記の最大残留量の定義と異なっている。  
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（別紙2）  

参考基準値  
基準値  基準値  登録  外国  作物残留試験成凍   

食品名  案  

Pロm   PPm   Ppm   pDm PPm  

ばれいしょ   0．02  〈0．005，〈0．005   

はくさい   2  0．595（‡），0．026   

0．02  〈0．005，く0．005   

0．45  アメリカ  0．154，0．365（‡）   

きゆうり   0．5  0．075，0．149   

ぶどう   たまねぎ                  トマト   2  0．25：アメリカ   0．840，0．774   

（＄）で示したはくさい、トマトは、作物残留試験成庸のばらつきを考慮し、試験が行われた範囲内で最も大きな残留値を考慮し  
た。  
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（別紙3）  

ベンチアバリカルブイソプロピル推定摂取量（単位：〃g／人／day）  

高齢者  

（65歳以  

基準値案  国民平均    上）  妊婦  
食品群  （bロm）   TMDI  TMDI  TMDI  
ばれいしよ   

計  104．2   99．2   78．0  
ADI比（％）  2．8   2．7   2．0  
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答申（案）  

ベンチアバリカルブイソプロピル   

残留基準値  

食品名  
ロロm   

ばれいしょ   0．02   

はくさい   2   

たまねぎ   0．02   

トマト   

きゆうり   0．5   

ぶどう   2   
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